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 第２３１回 長野県内水面漁場管理委員会議事録 

 

１ 日 時 平成３０年１２月１４日（金） 午後１時３０分から 

 

２ 場 所 ホテル信濃路 ２階「黒姫」 

 

３ 出席者 

○漁場管理委員 １１名 

漁業者代表：藤森貫治、梅戸洋、富岡道雄、古谷秀夫、佐藤みつ子 

採捕者代表：小澤 哲、水谷 博、金井恒一郎 

学識経験者：平林公男、竹原文子、桐生透 

○事務局  ４名 

丸山書記長他 

 

４ 会議事項 

(1)区画漁業権免許の内容等の事前決定について 

(2)コイの持ち出し禁止指示について 

(3)野尻湖における逸出魚の監視結果について 

  

 

会長挨拶 議事に入る。   

 

平林会長 まず議事に入る前に、議事録署名委員の指名を行います。本日は、議事録署名 

委員を竹原委員、佐藤委員にお願いしたいと思います。よろしくお願い致します。 

それでは、議事に入ります。本日の最初の議題は、区画漁業権の免許についてです。

これにつきましては、８月に諏訪市において公聴会を開催し、前回の委員会で県知事か

ら諮問された「区画漁業権免許の内容等の事前決定案」について、「異存ない」旨を答

申したところです。 

本日は、区画漁業権の免許について、11月 22日付けで知事から当委員会に諮問され

ましたので、御審議いただきたいと思います。 

それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 資料１により説明 

 

平林会長 ありがとうございました。 

  前回の事前決定案の答申に対しまして公示したところ、申請が２件ありましたので、こ
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の申請が適格か適格でないかを審査していただいて、事務局から今、報告をいただいた

ところです。ただ今の事務局からの説明について、御質問、御意見ありましたらお願い

致します。 

   御異議はありませんでしょうか。特に御異議が無ければ、申請のとおり免許して差し

支えない旨を答申してよろしいでしょうか。 

 

全委員 異議ありません。 

 

平林会長 ありがとうございます。それでは、異議ない旨、答申致します。 

  次に、議題２の「コイの持ち出し禁止指示について」です。事務局から説明をお願いし

ます。 

 

事務局 資料２により説明 

 

平林会長 事務局案としてはもう 1年延長したいということですが、今の説明について、ま 

ず御質問があればお受け致しますがいかがでしょうか。 

 

  それでは私から、資料２Ｐの全国の年度別の発生状況ですが、９件という記載がありま

す。この 9件の中に、長野県と水系が同じ県、あるいは隣接している県はありますでし

ょうか？ 

 

事務局 水系及び隣接する県は、信濃川で繋がっている新潟県、天竜川で繋がっている静岡 

県の２件で発生が見られます。 

 

平林会長  続けて、資料３Ｐの他県の委員会指示の状況というのは、平成 3１年度に向けた

ものではなくて、昨年調べた状況ということで良いですか。 

 

事務局 そうです。昨年度の状況です。 

 

平林会長 この資料は、昨年度調べた状況ということで御理解ください。次に、御意見等出 

していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

   県内では４年続けて、発生していないのですが、大事を取ってもう 1年延長したらど 

うかということですが、いかがでしょうか。 

 

藤森委員 コイについては漁連に関係している漁協さんでは、そろそろコイの稚魚の放流 

をしても良いのではないかという意見が出ていますが、今の状況ではまだコイヘルペ 



3 

 

スの懸念があるということで話をしてきていますが、いずれ放流もコイを他へ回すの 

も良いという時期がくるのかどうか、連続４年発生していないとういことですが、どう 

いう風な状況になればそれが解禁できるのか、県としてどんな感触を持っているのか 

お聞きしたいと思います。 

 

事務局 各漁協からの要望については把握しております。今回、持ち出しは禁止し、放流に 

ついては、お願いするということですが、他県においても放流したいという要望は、出 

ている状況です。国や各県が参加する魚病部会でコイ放流連絡協議会という情報交換 

の場を作っておりまして、そこで放流の可能性など研究はしている状況ですが、今のと 

ころそれで放流できるというふうには結論に至っていません。要望に向けてどうすれ 

ばよいか情報交換は行っているという段階です。試験の結果等次第で動きが出てくる 

可能性もあります。 

 

藤森委員 当分だめですね。 

 

平林会長 そうですね。全国的な動向と、そういった連絡会の状況で総合的に勘案してとい 

うことになると思います。 

 

竹原委員 コイヘルペスウィルスは、卵には全く影響はないということなのでしょうか。 

 

事務局 卵についてははっきりお答えできませんので、改めてお調べしてお答えいたしま 

す。 

 

金井委員 以前、市町村等においてイベント等でコイの放流をしていたという実績はあり

ますでしょうか。 

 

事務局 イベント等で水路などに放すことは過去には行われておりました。 

 

平林会長 他に御意見、ご質問はありますでしょうか。 

先ほどの卵の件は、後ほど事務局から御報告いただくこととして、特に御意見、御質 

問が無いようですので、事務局案のとおり 1年延長するということで決定して良いで 

しょうか。 

 

全委員 良いです。 

 

平林会長 それでは、1年間延長するということで決定します。 
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次に議題３の「野尻湖における逸出魚の監視結果について」事務局から報告をお願い

します。 

 

事務局 資料３により報告 

 

平林会長 ただ今のご報告について、御質問ございますでしょうか。 

私の方から２点、意見がございますが、まず 1点目は、漁協でも電気ショッカーを使

って 11月 21日の日に調査されていて、内水面漁場管理委員会で調査したのが 11月 22

日ですが、前日に漁協が調査して、またこの委員会で翌日に調査をするという、非常に

効率が良くない日程配分になっているので、できるだけ調査日間の日にちをあけて、調

査をするように日程調整していただきたいと思います。 

   ２点目は、資料３Ｐの表で、Ｃの調査をして何も取れなかったということだと思いま

すが、２回目は水が無くて調査ができなかったと書いてあります。表記上、魚種、個体

数等について、ここはバーを入れておかないと整合がとれないので、他のＤと同じよう

に入れていただいて、ＨＰ公開前に資料の修正をお願いします。 

 

桐生委員 資料４Ｐで、関川でとれたコクチバスがいますが、これは大きさからして当歳魚

ですね。 

 

事務局 おそらくそうだと思います。15ｃｍの方は、成長の悪い２歳魚かもしれませんが、

11ｃｍの方はおそらく当歳魚だと思います。 

 

桐生委員 ２回あって７月と 10月ですが、10月の時に流されたのではないかという可能性

がある訳ですよね。 

 

事務局 ７月の方も、関川の調査は 11月しかやっていないので、こちらの方がもし流され

ていてその場に留まっていれば、その時のものが取れているという可能性があると思

います。 

 

桐生委員 ７月に仮に流されていたとしたら、関川にもっといる可能性はあるし、これが残

ってしまうと来年危ないかなと思うのですが、７月に出たのか 10月に出たのかわから

ないのですが、たぶんそれで流されたと思いますが、これからは夏秋２回やるというこ

とですので、相当気合を入れてやらないと、関川でも再生産する可能性があるので、注

意してやっていただきたいと思います。 

 

平林会長 私も今の意見に補足したいと思いますが、一旦定着してしまうと非常にやっか
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いなので、８月まで待つのではなく、可能であれば、春に１回その地点の周辺だけでも

良いので、調査をやっていただけると非常事態の対応になると思います。可能でしたら

是非、お願い致します。 

 

事務局 検討させていただきます。 

 

平林会長 他に、御意見、御質問あれば出していただきたいと思いますが、いかがでしょう

か。捕獲したコクチバスはお腹を割いたり、同位体を測定したりしているのでしょうか。 

 

事務局 やってはおりません。冷凍して保存していますのでお腹の中を見てみるのは可能

です。 

 

平林会長 おそらく川の中の水生昆虫を食べていることは予想がつきますが、肉のほうだ

と同位体比を調べてみると、湖にずっといたのは値が低いし、川の方だと高いと思うの

で、どこから来たのかというソースはわかるのではないかと思います。おそらく県水産

試験場でもそういったことができると思いますので、御検討ください。 

 

事務局 できるかどうか確認してみます。 

 

平林会長 他に何かご質問、ご意見はありますでしょうか。 

 

全委員 ありません。 

 

平林会長 本件は、報告ということですので、出していただいた意見は御検討いただき、万

全を期していただきたいと思います。本日予定していた議題２件と報告 1件について、

これで終了しましたが、全体を通して他に御質問、御意見等ありますでしょうか。 

 

事務局 先ほど答えられなかった部分をお答えしたいと思いますが、ＫＨＶ病のウイルス

が卵で感染するかということですが、これまでの研究で卵や孵化したばかりの稚魚は

コイヘルペスウイルス病に対する感受性がないということですので、卵を採卵したと

きに表面の消毒を行えば、垂直感染することを防止できると考えられるということで

ＫＨＶに関する技術検討会でこのような考えが出されています。 

また、先ほどのコイの放流について検討しているということですが、会についてまだ

正式なものではなく、名称等位置づけについて間違っておりましたので訂正致します。 

 

平林会長 竹原委員、それでよろしいでしょうか。他に何かご意見、ご質問等はありますで
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しょうか。 

 

桐生委員 外来魚の持ち出しについては広く宣伝されていますが、コイの持ち出しについ 

ては、あまり宣伝されていないので、コイの持ち出しの啓蒙についてお願いしたいと思 

います。また、今回の委員会の案内の通知に記載されている次第が今回の議題と違って 

いたので、説明をお願いします。 

 

事務局 案内の通知に記載されている次第に一部誤りがありました。訂正致します。 

 

平林会長 よろしいでしょうか。 

これで本日の議事の全てを終了します。進行を事務局にお返し致します。 

 

書記長 ありがとうございました。これをもちまして、第 231回長野県内水面漁場管理委員

会を閉会致します。次回は７月に長野市において開催致します。 

 

         

 

 

 

       議事録署名委員   

 

 

 

       議事録署名委員 


